
地方独立行政法人 奈良県立病院機構第３期中期目標（令和６年度～令和１０年度） （案）

第２期中期目標からの見直しのポイント

● 第２期中期目標の構成を踏まえ、『最適な医療の提供』 『地域の医療力向上への貢献』 『優れた人材確保・育成』 『安定した法人経営』の４つの柱立てとする。

● 重症急性期医療を担う総合医療センター、西和医療センターの役割を踏まえ、高度医療に関する目標を創設。

● 将来の優秀な看護職員の確保、育成に繋げるため看護大学校の移転・再整備の推進を追加。

● 医療の持続的、安定的な提供のため、厳しい財務状況の改善に向けて『法人経営』に関する目標をより重点化。
（財務バランスを踏まえた計画的な投資、経営資源の効率的な活用を新たに盛り込む）

① 地域の医療機関等との役割分担と連携強化
② 地域の医療機能の向上のための支援
③ 医療DXの推進
④ 災害医療体制の強化
⑤ 県民への医療・健康情報等の提供

３．優れた人材の確保・育成

① 優れた医療人材の確保・育成
② 働き方改革の推進
③ 看護大学校の移転・再整備の推進
④ 経営感覚、改革意欲に富んだ人材の

確保・育成

① 患者の視点に立った医療サービスの提供
・患者中心の医療の実践
・医療の質の標準化
・医療安全の確保、院内感染の防止
・多職種によるチーム医療の推進

② 高度医療の提供
・質の高いがん医療の提供
・脳卒中、循環器病への医療体制の構築

③ 地域の医療拠点としての機能の充実
・断らない救急医療
・小児、周産期医療の充実
・リハビリテーション機能の充実
・感染症対策、感染症医療の充実、推進

④ 西和医療センターの移転・再整備の推進

第３期中期目標の４本柱（イメージ）

奈良県医療政策局
病院マネジメント課

１．最適な医療の提供

２．地域の医療力向上への貢献

４．安定した法人経営

➀ ガバナンス体制の充実
・法人理念、目標の徹底
・コンプライアンス、法令の遵守

② 安定した経営基盤の確立
・財務内容の改善 ・収益確保と費用構造改革の徹底
・財務バランスを踏まえた計画的な投資
・経営資源の効率的な活用

朱書きは第３期中期目標に新たに追加した項目


